
部教育を実施しています。本共同獣医学科では、日本だけでなく国際社会をリードする者に不可欠 

な問題解決能力や科学的・論理的思考を涵養する教養教育を基盤に、動物に関わる総合的・実践的 

かつ高度な獣医学ジェネラリスト教育を展開するとともに、アドバンスト教育を通じて社会のニー 

ズに対応する獣医学専門家も視野に入れた国際性に優れた人材の輩出を目指しています。従って、 

国際水準の卒後教育を推進するための次の段階として、本共同獣医学研究科では、「生態系の健全性

を含む動物や人の健康に関する幅広い分野の先端的研究を推進し、獣医学の高度化に貢献できる獣

医学教育者及び研究者を養成するとともに、高度な知識と技術、専門性と倫理観を有し、国際社会

又は地域社会における指導的役割を果たす獣医学専門家を育成する。」を教育理念としています。 

本共同獣医学研究科では、学部教育から大学院教育への連接性強化により、効率的かつ効果的な 

大学院教育・研究の実現が可能になることに加えて、家畜衛生・公衆衛生スペシャリスト、One Health  
スペシャリストまたは難病治療・創薬スペシャリスト養成教育という新たなカリキュラム 

の構築により、獣医学や動物科学における諸問題に対応できる人材の養成、幅広い学際的な素養と

グローバルな視点を基盤として社会的要請に応える地域のリーダーとなりうる人材の養成を目指し

ます。そのため、すでに獣医療系の職場や家畜保健衛生・保健福祉行政などの職場で経験を積む社

会人についても積極的に受け入れ、これまで培われてきた専門性の更なる向上や新たな視点から地

域貢献の推進ができる人材の育成を目指します。 

 

本共同獣医学研究科における学位授与の方針は以下の通りです。 

共共同同獣獣医医学学研研究究科科共共同同獣獣医医学学専専攻攻ににおおけけるる学学位位授授与与のの方方針針（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））  

所定の期間在学して所定の単位を修得し、本共同獣医学研究科の人材養成目的に適う、高い倫理

観を有し、高度かつ広範な専門的知識や研究能力を修得した上で、学位論文の審査及び最終試験に

合格した者に「博士（獣医学）」の学位を授与する。 

① 獣医学及び生命科学に関する高度な専門知識と研究能力を備えた人材 

②幅広い学際的な素養とグローバルな視点を基盤に、独創的な研究力とコミュニケーション力を 

発揮して、社会的要請に応える地域のリーダーとなりうる人材 

③家畜衛生・公衆衛生スペシャリスト、One Health スペシャリストまたは難病治療・創薬スペシ

ャリストとして獣医学及び動物科学における諸問題に対応又は解決できる人材 

 

３３．．学学位位論論文文審審査査等等のの概概要要  
アア  学学位位論論文文提提出出のの資資格格  

・学位論文を提出できるのは、研究科に４年以上在学し、定められた授業科目を履修して 30 

単位以上を修得し、本共同獣医学研究科のディプロマ・ポリシーに示された能力を身につ 

け、学位の基礎となる学学術術論論文文がが科科学学雑雑誌誌（（注注１１））に掲載または受理されたものを１編以

上有する者です。 

（（注注１１））Medline（（PubMed））及及びびWeb of Science にに収収録録さされれたた英英語語のの学学術術雑雑誌誌並並びびにに 
日日本本獣獣医医師師会会雑雑誌誌  

 

・別途定める特に優れた研究業績を上げ、主指導教員が推薦した者は、在学期間の短縮によ 

り３年以上の在学で学位論文を提出できます。 
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・研究業績は、主指導教員のもとで行ったものを原則とします。  

 

イイ  在在学学期期間間のの短短縮縮にによよるる学学位位申申請請  

特に優れた研究業績を上げた者は、３年以上の在学により学位論文を提出できます。次のい 

ずれかに該当する場合、特に優れた研究業績を上げた者とします。 

・学位の基礎となる学術論文として、科科学学雑雑誌誌（（注注１１））に掲載または受理されたものを３編以

上有する者。 

・学位の基礎となる学術論文として、科科学学雑雑誌誌（（注注１１））に掲載または受理されたものを２編以

上有する者で、学位を申請する前年度におけるこれら掲載誌の Journal Citation Reports（JCR）
あるいはScience Citation Index（SCI）におけるインパクトファクターの総計が３以上であ

る場合。 

 

ウウ  審審査査委委員員  

・審査委員は主査１名、副査４名（２名は相手大学の研究科から選出する）からなる５名に

より構成される学位審査委員会を審査申請者ごとに選出し実施します。 

・主査及び副査の選出は各研究科で選出し、共同獣医学研究科委員会で決定します。 

・各大学の研究科委員会において審査のため必要と認めた場合は、岐阜及び鳥取双方の研究科、

他の大学院および研究所等から副査の追加選出も可とします。 

 

エエ  学学位位論論文文のの審審査査基基準準  

以下の審査項目について評価を行います。 

① 別に定める「学位論文が満たすべき水準」をすべて満たしていること。 

② 専門領域の知識を十分に持ち、その領域の研究課題を的確に把握していること。 

③ 研究倫理について十分に理解し、それを遵守していること。 

④ 先端的かつ発展的な研究を立案・遂行する能力を身につけている。 

⑤ 論文や口頭発表は論理的が分かりやすく構成されていること。 

⑥ 口頭試問における応答が論理的でわかりやすいこと。 

⑦ 国際的に活躍するためのコミュニケーション能力を身につけていること。 

 

オオ  学学位位論論文文審審査査、、最最終終試試験験及及びび試試問問並並びびにに論論文文発発表表  

以下の要領で実施します。 

・学位論文が受理された日から１年以内に、学位論文審査にて、最終試験及び口頭試を実施

し、公開の論文発表会を終了した者に対して、その審査結果について文書をもって各研究科

委員会に報告する。 

論文発表会を終了し、学位審査会はその結果を文書でもって各研究科委員会に報告する。 

・各大学の研究科委員会は審査の上、学位論文の合否を決定します。 
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・本学は、博士の学位を授与した日から３月以内に、当該博士の学位の授与に係る論文の要旨 

及び論文審査の結果の要旨をインターネット（鳥取大学研究成果リポジトリ）の利用により 

公表します。 

 

（学位論文の公表） 

・博士の学位を授与された者は、当該博士の学位授与の日から１年以内に当該博士の学位の授 

与に係る論文の全文をインターネット（鳥取大学研究成果リポジトリ）の利用により公表し 

ます。ただし、当該博士の学位授与の前に既に公表したときは、除きます。 

・博士の学位を授与された者は、やむを得ない理由がある場合には、研究科委員会の議を経 

て学長の承認を受け、当該博士の学位の授与に係る論文の全文に代えてその内容を要約した 

ものをインターネット（鳥取大学研究成果リポジトリ）の利用により公表することができま 

す。この場合において、学長は、その論文の全文を求めに応じて閲覧に供します。 
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